
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜講師プロフィール＞ 

小倉 正行 （おぐら まさゆき）                  

・1952 年生まれ。 
・1976 年、京都大学法学部卒。 

日本農業市場学会、日本科学者会議、各会員。 
・日本生協連を経て国会議員秘書に。 
・現在はフリージャーナリスト。 
・月刊誌「食べもの通信」編集世話人 
・著書：『輸入大国日本・変貌する食品検疫 低下する食料自給率と検疫体制の空洞化』

（合同出版 1998） 
『これでわかる輸入食品の話 : イラスト版』（合同出版 2000） 
『多角分析 食料輸入大国ニッポンの落とし穴』（新日本出版社 2003） 
『TPP は国を滅ぼす』（宝島社新書 2011） 
『食の安全はこう守る 放射能汚染から TPP まで』（新日本出版社 2011） など 

・雑誌「食べもの通信」でも多数執筆 
 

今、私たちの食と 
農業に起こっていること 

～私たちはどう打開したらいいのか～ 

主催：いわて食・農・地域を守る県民運動ネットワーク（いわて食・農ネット） 
   （滝沢市土沢２２０－３ 岩手県生協連 内 電話 019-684-2225 Ｆａｘ019-684-2227） 

 

 

 
 

日 時: ３月２４日（金） 
   10:00～11:00 
 

会 場: アイーナ「研修室８１２」  
（盛岡市盛岡駅西通１丁目７−１） 

 

講 師：小倉 正行 さん 

（食ジャーナリスト） 

参加無料 
※11:00～11:30 いわて食・農ネットの総会を行います 

先が見えない物価高騰。畜

産農家はじめ、多くの農家が

飼料・資材高騰で経営がひっ

迫しています。「このままで

は国産の牛乳がなくなる⁉」

という事態に。 

 一方で、消費者の生活も厳

しい状況が続いています。食

料危機の背景にある国内外

の問題をまなび、作り・食べ

続けられるための道筋を考

えましょう！ 

 

～ 学習講演会 ～ 

■感染症対策のため、マスクの着用・手の消毒をお願いします。 

■参加予約は不要です。受付でご連絡先を含めた記名にご協力ください。 

■会場定員の半分以下で換気を適宜おこないながら開催いたします。 

 

 






























































